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は
じ
め
に

キ
ャ
ン
パ
ス
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
在
の
三
大
課
題
と
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
＆
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム　

以
下
本
論
で
は
、
筆
者
の
現
在
の
立
場
（
注
１
）、
さ
ら
に
は
幾

つ
か
の
報
告
書
や
提
言
等
に
委
員
長
等
と
し
て
関
わ
っ
た
立
場
か

ら
、
こ
れ
ら
を
土
台
に
、
さ
ら
に
は
拙
論
や
拙
著
を
ま
じ
え
て
、
現

在
重
要
と
思
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
め
ぐ
る
基
本

的
、
包
括
的
問
題
を
論
じ
、
現
在
筆
者
ら
が
進
め
て
い
る
運
動
、
提

唱
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
筆
者
自
身
は
自
殺
、
過
労
と
ス

ト
レ
ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
現
在
の
我
が
国
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
三
大
課
題
で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
て
お
り
一
〇
）、
こ

の
認
識
に
立
っ
た
実
践
を
同
僚
た
ち
と
展
開
し
て
き
て
い
る
。
こ
の

主
要
三
大
課
題
は
相
互
に
因
果
的
に
関
連
し
た
り
、
共
通
の
問
題
構

造
か
ら
派
生
し
た
り
し
て
お
り
、
問
題
解
決
に
は
背
景
に
あ
る
種
々

の
構
造
因
、
因
果
関
連
の
分
析
と
と
も
に
、
個
人
レ
ベ
ル
で
は
き
め

の
細
か
い
対
応
、
予
防
、
介
入
、
治
療
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

筆
者
の
か
つ
て
提
唱
し
た「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
＆
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」

五
）、
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
筆
者
が
提
唱
し
た
時
、
一
九
九
六
年
と
い
う
我
が
国
に
お

い
て
比
較
的
早
く
大
学
に
お
け
る
自
閉
症
学
生
の
問
題
と
重
要
性
を

同
時
に
論
じ
、
指
摘
し
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
障
害
者
学
生
支
援
に
見

キ
ャ
ン
パ
ス
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
代
的
課
題
、
そ
の
理
念
と
実
践

　

～
Ｓ
Ｒ
Ｏ
運
動
の
展
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ト
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サ
ポ
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ト
シ
ス
テ
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築
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ら
れ
る
よ
う
に
ケ
ア
と
サ
ポ
ー
ト
の
一
体
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま

た
学
内
外
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
も
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
二
点

で
ト
ー
タ
ル
と
い
う
言
葉
を
当
時
は
採
用
し
た
。
し
か
し
、
拙
論
八
）

で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
教
職
員
の
過
労
・
ス
ト
レ
ス
が
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
増
大
さ
せ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
に
ス
ト

レ
ス
性
精
神
障
害
な
ど
を
発
生
さ
せ
、
ま
た
教
職
員
の
学
生
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
低
下
さ
せ
た
り
、
さ
ら
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

自
殺
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
低
下

を
介
し
て
、
間
接
的
に
、
学
生
の
自
殺
増
大
の
要
因
に
も
な
っ
て
い

る
。
教
職
員
と
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
を
一
体
化
さ
せ
る
、

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
ト
ー
タ
ル
」、
全
体
性
、
一
元
性
の
現
代

的
意
義
と
重
要
性
が
あ
る
。
大
学
内
外
の
ケ
ア
と
サ
ポ
ー
ト
の
シ
ス

テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
、
連
携
さ
せ
る
の
か
、
個
別
事
例
の
診

断
と
重
症
度
な
ど
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
各
シ
ス
テ
ム
間
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
、
携
わ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
評
価
な
ど
資
源
の
有
効
な
活
用
、
有

機
的
関
連
づ
け
、
こ
れ
ら
の
資
源
の
創
出
が
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ

ス
精
神
科
医
の
診
療
活
動
に
は
重
要
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
い
て
、
昨
今
大
き
く
変
化

し
た
の
は
、
国
立
大
学
法
人
に
お
い
て
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
精

神
科
医
等
が
産
業
医
を
担
い
、
従
来
の
学
部
生
、
院
生
等
に
加
え
、

教
職
員
も
本
格
的
に
業
務
対
象
と
な
り
、
大
学
全
体
が
精
神
医
療
や

精
神
保
健
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
保
健
管
理

セ
ン
タ
ー
が
病
気
の
学
生
、
学
生
の
数
％
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る

と
い
う
誤
解
が
一
部
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
時
代
錯
誤
的
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。我
々
は
教
員
と
し
て
医
療
サ
ー
ヴ
ィ
ス
以
外
に
、

精
神
保
健
の
全
学
的
啓
蒙
活
動
、
職
員
研
修
、
学
部
生
や
院
生
の
教

育
、
研
究
と
い
う
従
来
の
全
学
的
業
務
に
加
え
、
増
大
し
つ
つ
あ
る

世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
、
社
会
人
院
生
な
ど
学
生
、
研
究
生
の
構

成
人
員
が
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
た
だ
中
で
奮
闘
し
て
い
る
。
さ
ら

に
は
筆
者
自
身
は
「
空
虚
な
自
己
の
時
代
」
三
）

に
お
け
る
「
ポ
ス

ト
の
び
太
症
候
群
」、「
自
己
の
病
理
（
エ
ゴ
パ
シ
ー
）
の
時
代
」、「
自

己
確
認
型
非
行
」
な
ど
の
鍵
用
語
、
概
念
を
著
書
等
四
、七
、一
一
）
で
提

唱
し
て
い
る
。
国
際
化
、
情
報
化
時
代
の
若
者
の
心
理
と
行
動
も
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
昨
今
社
会
問
題
と
な
っ

た
我
が
国
の
大
学
生
の
薬
物
問
題
は
こ
の
よ
う
な
大
学
生
、
若
者
の

心
理
と
行
動
の
時
代
的
変
化
の
反
映
で
も
あ
る
。

Ａ
．�「
提
言
」一
五
）
を
め
ぐ
っ
て
︱
『
新
大
学
革
命�new

�academ
ic�

revolution

』
の
時
代
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
︱

我
々
が
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
か
ら
の
高
等
教
育
へ
の
提
言

（
二
〇
〇
五
）
―
大
学
法
人
化
時
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ヘ
ル
ス
―
」
で

分
析
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
一
年
の
大
学
の
「
大
綱
化
」
以
降
の
我
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が
国
の
高
等
教
育
の
最
近
の
急
激
な
量
的
、
質
的
な
変
化
に
よ
り
、

旧
来
の
制
度
、
組
織
、
運
営
な
ど
の
枠
組
み
と
の
相
当
の
摩
擦
、
軋

轢
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
法
人
化
以
降
の
国
立
大
学
法
人
に
お
い
て

著
し
い
。
戦
後
間
も
な
い
時
期
の
学
制
改
革
以
来
の
、
二
一
世
紀
に

お
け
る
こ
の
大
学
の
根
本
的
変
革
は
真
に
「
新
大
学
革
命
」
と
称
す

べ
き
も
の
で
、
そ
の
本
質
はT

row

モ
デ
ル
で
い
うm

ass

型
大
学

か
らuniversal

型
へ
の
移
行
に
求
め
ら
れ
る
。
少
数
エ
リ
ー
ト
型

大
学
か
ら
大
衆
型
、
全
入
型
へ
と
移
行
し
、
大
学
生
自
身
も
そ
の
ニ

ー
ズ
も
、
多
種
多
様
化
し
て
い
る
。
若
者
人
口
の
減
少
に
伴
う
学
生

獲
得
、
競
争
的
研
究
資
金
獲
得
な
ど
過
度
と
も
思
え
る
大
学
間
、
研

究
者
間
の
競
争
の
先
鋭
化
な
ど
大
学
史
上
か
つ
て
な
い
構
造
的
「
大

ス
ト
レ
ス
」
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
付
言
す
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
研
究

者K
arasek

の
著
書
一
三
）な
ど
を
読
む
と
、学
習
理
論
モ
デ
ル（active	

learning	theory

）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
我
が
国

の
大
学
の
中
期
計
画
な
ど
の
目
標
設
定
な
ど
の
理
論
的
根
拠
の
一
つ

に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
我
々
は
競
争
原
理
や
目
標
設
定
の
根

拠
に
な
っ
て
い
る
理
論
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
実
効
性
の
功
罪
に
つ

い
て
科
学
的
に
き
ち
ん
と
批
判
的
検
討
を
加
え
る
と
い
う
基
本
的
姿

勢
を
も
つ
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
提
言
」
で
は
教
育
・
研
究
・
学
生
（
成
長
）
支
援
が
大
学
の
三
大

主
柱
で
あ
る
こ
と
、
学
生
支
援
担
当
の
副
学
長
の
設
置
の
必
要
性
な

ど
を
主
張
し
た
。
筆
者
は
学
生
支
援
の
基
盤
は
健
康
支
援
で
あ
り
、

学
生
の
精
神
的
成
長
支
援
の
基
盤
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
あ
る
こ
と

を
信
念
と
し
て
い
る
。
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
の
運
営
委
員
会
で
も
こ
の
点

を
強
調
し
、
Ｇ
Ｐ
の
募
集
要
項
や
選
考
過
程
に
こ
の
領
域
を
も
取
り

込
ん
だ
形
に
し
て
頂
い
た
経
過
が
あ
る
。

Ｂ
．
最
近
急
増
し
つ
つ
あ
る
学
生
自
殺

大
学
を
と
り
ま
く
我
が
国
の
状
況
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
的
に
は
最

悪
の
状
況
に
あ
る
。
内
閣
府
の
あ
る
研
究
会
に
お
い
て
、
こ
の
ま
ま

で
は
現
内
閣
は
行
財
政
改
革
で
歴
史
に
名
を
残
す
よ
り
も
、
自
殺
急

増
時
代
を
招
い
た
と
歴
史
的
に
断
罪
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の

懸
念
を
表
明
し
た
。
年
間
自
殺
者
数
は
遅
ま
き
な
が
ら
の
国
の
自
殺

防
止
策
大
綱
の
策
定
と
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
九
八
年
に

三
万
人
に
急
増
し
た
ま
ま
十
年
余
り
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
で
、
現
在

ま
で
推
移
し
て
き
て
い
る
。
自
殺
率
（
人
口
十
万
人
当
た
り
の
自
殺

者
数
）
二
三
、一
日
当
た
り
約
八
五
人
が
自
殺
し
て
い
る
先
進
国
第

一
位
の
自
殺
率
で
あ
る
。
そ
し
て
国
際
的
な
金
融
危
機
の
到
来
で
、

つ
か
の
間
の
好
景
気
も
吹
き
飛
び
、世
界
同
時
恐
慌
の
様
相
を
呈
し
、

学
生
の
就
職
難
時
代
が
遷
延
し
、
自
殺
率
の
よ
り
一
層
の
悪
化
の
懸

念
も
消
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
若
者
の
自
殺
は
こ
の
自
殺
急
増
時
代
で
で
も
せ
い
ぜ
い
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微
増
程
度
に
と
ど
ま
り
、
と
く
に
女
性
で
は
そ
の
増
加
傾
向
は
殆
ど

認
め
ら
れ
な
い
。
大
学
生
の
自
殺
も
こ
の
傾
向
を
一
般
に
は
示
し
て

い
る
し
、
一
般
人
口
の
同
世
代
よ
り
も
、
こ
の
自
殺
者
急
増
時
代
に

あ
っ
て
ご
く
最
近
ま
で
決
し
て
高
く
は
な
い
こ
と
を
示
す
調
査
報
告

が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
増
大
傾
向
を
示
し
て
い
る
（
学
部

学
生
男
女
あ
わ
せ
た
一
〇
万
人
当
た
り
の
自
殺
率
で
、
二
〇
〇
〇
年

の
約
一
〇
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
に
は
約
一
五
と
増
大
傾
向
を
示
し
つ

つ
あ
る
こ
と
が
要
注
意
と
思
わ
れ
る
）。
一
部
の
大
学
で
は
、
我
々

が
入
手
し
た
情
報
で
は
こ
こ
一
、二
年
急
増
な
い
し
群
発
現
象
が
認

め
ら
れ
る
。
緊
急
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
我
々
が
文
科
省

の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
国
立
大
学
法
人
の
大
学
院
生
の
全
国
調

査
一
六
）
で
も
、
同
世
代
よ
り
も
自
殺
率
は
―
特
に
男
子
院
生
は
―
一

貫
し
て
低
い
も
の
の
（
例
え
ば
平
成
一
六
年
度
は
男
女
院
生
で
約

一
二
・
六
（
一
般
青
年
約
二
〇
程
度
）
で
あ
る
が
、
平
成
一
八
年
度

は
約
一
四
・
三
）
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
近
増
大
傾
向
を
示
し
、
一
部
大
学
で
は
急
増
や

群
発
し
、
緊
急
事
態
に
あ
る
と
は
い
え
、
大
学
生
、
と
り
わ
け
院
生

が
一
般
青
年
に
比
較
し
、
こ
の
自
殺
激
増
時
代
に
あ
っ
て
も
自
殺
率

が
近
年
に
お
い
て
は
従
来
低
か
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
六
）。
こ
の

点
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
な
の
で
強
調
し
て
お
き

た
い
。
現
代
キ
ャ
ン
パ
ス
、
と
く
に
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
こ
の

自
殺
抑
止
、
学
生
保
護
機
能
の
内
実
を
我
々
は
明
ら
か
に
し
、
こ
れ

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
有
効
な
自
殺
防
止
が
可
能
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
大
学
に
お
け
る
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

学
生
の
診
療
、
支
援
機
能
も
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
我
々
は
自
殺
防
止
に
対
し
、
決
し
て
絶
望
の
淵
に
立
た
さ

れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
我
々
の
予
備
的
調
査
で
も
国
立

大
学
法
人
大
学
に
自
殺
調
査
や
防
止
の
た
め
の
委
員
会
等
が
設
け
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
皆
無
に
近
く
、
大
学
に
お
け
る
こ
の
種
の
組
織

の
創
設
と
不
幸
に
し
て
死
亡
し
た
学
生
等
の
実
態
調
査
に
基
づ
く
、

自
殺
防
止
対
策
、
介
入
策
の
策
定
が
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
自

殺
者
続
出
を
放
置
し
た
ま
ま
学
生
支
援
を
言
っ
て
も
始
ま
ら
な
い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
殺
問
題
対
策
で
筆
者
が
重
要
と
思
え
る
こ
と
は
自

殺
問
題
を
決
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
み
に
矮
小
化
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
内
の
精
神
科
医
や
心
理
士
な
ど
専

門
ス
タ
ッ
フ
に
ま
か
せ
き
り
に
す
る
問
題
で
は
な
く
、
全
学
的
な
組

織
的
問
題
と
し
て
絶
え
ず
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
基
本
姿
勢
、

基
本
的
観
点
が
重
要
で
あ
る
。
ダ
ム
が
決
壊
し
て
い
る
の
を
放
置
し

た
ま
ま
下
流
で
、
医
師
と
し
て
大
事
な
こ
と
と
は
い
え
、
溺
れ
る
人

の
人
命
救
助
の
み
に
専
念
す
る
だ
け
で
は
、
真
の
根
本
的
解
決
に
は

な
ら
な
い
。
大
学
に
お
け
る
こ
の
ダ
ム
決
壊
の
様
相
の
一
つ
が
次
に

触
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
学
生
、
教
職
員
の
過
労
・
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ス
ト
レ
ス
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

Ｃ
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
一
、二
、八
）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
拙
論
八
）
を
土
台
に
最
近
の
拙
論
を

含
む
知
見
を
ま
じ
え
て
、
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
精
神
科
医
の
立
場

か
ら
以
下
論
じ
る
が
、
詳
細
は
拙
論
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

筆
者
は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
学
保
健

管
理
研
究
集
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
精
神
科
医
の
立
場
か
ら
の

発
言
を
求
め
ら
れ
、
こ
の
関
連
分
野
の
文
献
を
集
め
、
用
語
や
概
念

を
整
理
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
分
類
、
研
究
、
こ
の
防
止
対
策
に
つ

い
て
の
基
本
的
考
え
と
新
し
い
提
案
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
一
一

月
に
室
蘭
で
開
催
さ
れ
た
大
学
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
に
お
い
て

文
献
を
補
充
し
、
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
会
誌

の
特
集
号
一
）

を
読
む
機
会
を
得
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
究
、
対
策

先
進
国
の
北
欧
、
英
米
の
文
献
に
加
え
、
従
来
我
が
国
に
紹
介
さ
れ

る
こ
と
の
乏
し
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
、
と
り
わ
け
精
神
医
学
の

学
問
的
状
況
も
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
把
握
で
き
た
。

筆
者
の
専
門
と
す
る
立
場
か
ら
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
考

察
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
「
い
じ
め
」
そ
の
類
縁
現
象
全
体
を
包

括
的
に
見
る
新
し
い
観
点
を
提
唱
し
、
新
し
い
分
類
的
観
点
と
こ
れ

に
基
づ
く
対
応
法
を
提
案
し
た
。
類
型
別
、
問
題
別
に
区
別
化
し
な

が
ら
も
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
包
括
的
な

現
象
と
し
て
、項
目
ご
と
の
有
無
に
よ
る
布
置
的
構
造
を
明
確
に
し
、

一
元
的
、
か
つ
発
生
か
ら
の
段
階
に
応
じ
て
捉
え
、
対
応
す
る
と
い

う
こ
と
を
筆
者
は
一
貫
し
て
提
唱
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
論
文
一
）

で
も
一
元
的
理
解
と
い
う
点
で
は
筆
者
同
様
の
基
本
的
立
場
が
伺
わ

れ
て
興
味
深
い
。
ま
た
最
近
で
はE-m

ail

に
よ
る
嫌
が
ら
せ
や
脅

迫
と
い
っ
たcom

puter	harassm
ent,	com

puter-based	har-
assm

ent

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（H

arassm
ent

）は
加
害
者
の
攻
撃
性
や
支
配
欲
、

性
欲
動
、
さ
ら
に
は
被
害
者
の
心
的
外
傷
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
が
絡
む
問

題
で
、
す
ぐ
れ
て
精
神
医
学
的
・
心
理
学
的
問
題
で
あ
る
。
ま
た
権

力
的
支
配
構
造
と
い
う
組
織
構
成
に
お
い
て
の
み
発
生
す
る
社
会
学

的
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
個
人
の
権
利
侵
害
、
人
権
侵
害
と
い
う

法
律
学
的
問
題
で
も
あ
る
と
い
う
錯
綜
し
た
事
柄
で
あ
る
。
一
方
キ

ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
特
徴
は
、
事
務
職
員
を
抱
え
一
般
企

業
同
様
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
が
生
じ
う
る
と
同
時
に
、
教
職
員
、

学
生
を
も
含
め
、
ア
カ
ハ
ラ
な
ど
教
育
、
研
究
に
伴
う
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
も
生
じ
う
る
と
い
う
特
殊
性
が
付
加
さ
れ
る
。
ま
た
留
学
生
な
ど

国
籍
、
民
族
、
宗
教
の
異
な
っ
た
構
成
員
が
増
大
し
て
お
り
、
差
別

な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
生
じ
う
る
。
学
生
同
士
の
い
じ
め
、
飲
酒

強
要
の
ア
ル
ハ
ラ
や
性
差
別
も
あ
り
う
る
。
つ
ま
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
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関
連
の
事
象
が
す
べ
て
起
こ
り
う
る
と
い
う
の
が
大
学
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
法
人
化
以
降
一
層
強
化
さ
れ
た
上
意
下
達
的
な
大
学
の
権
力

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
、
閉
鎖
的
な
研
究
室
の
ボ
ス
教
授
独
裁
な
ど
と

い
う
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
温
床
と
な
り
や
す
い
組
織
、
権
力
構
造
に
加

え
、「
大
ス
ト
レ
ス
時
代
」
の
大
学
と
い
う
時
代
的
要
因
が
重
な
り
、

我
が
国
の
大
学
は
ど
こ
の
大
学
で
も
、
次
々
と
発
覚
す
る
内
部
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
に
執
行
部
は
頭
を
痛
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
隠

微
な
形
で
学
内
で
は
び
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
い
ま
さ
ら
な
が
ら
驚

き
、
当
惑
し
、
困
惑
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
も
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う

に
、
紛
糾
や
論
争
が
現
在
も
続
い
て
い
る
問
題
で
あ
る
（M

IT
's	

harassm
ent	policy	has	long	been	a	subject	of	

controversy

）。
こ
の
問
題
が
学
内
政
争
の
道
具
と
な
っ
た
り
、
人

権
侵
害
に
な
っ
た
り
し
か
ね
な
い
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
策
で
あ
る
が
、
拙
論
を
要
約

す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。　
　
　
　

⑴　

大
学
組
織
外
の
対
策

①
文
化
・
文
明
論
的
問
題
：
個
の
独
立
性
と
文
化
、
差
別
、
偏
見

の
皆
無
化　

②
法
制
度
の
整
備（
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
よ
う
に
刑
罰
化
、

法
制
化
）（
職
場
で
の
）Bullying/m

obbing

防
止
法
（Sw

eden	

一
九
九
三
、N

orw
ay

一
九
九
四
）、
仏
（
二
〇
〇
二
）
③
専
門
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
設
置
（
北
欧
に
は
存
在
）

⑵　

大
学
組
織
内
の
対
策

①
差
別
、
偏
見
の
文
化
的
背
景
、
土
壌
の
整
備　

②
大
学
独
自
の

人
権
重
視
の
宣
言
、
憲
章
、
規
則
の
制
定
：
教
職
員
・
学
生
の
人
権
・

権
利
宣
言

（
例
え
ば
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（M

IT

）：D
ealing	

w
ith	H

arassm
ent	at	M

IT

（M
IT
	hom

e	page

）	

（Freedom
	of	expression	is	essential		in		a		university

）
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
大
学
の
根
幹
に
関
わ
る
表
現
の
自
由
の
侵
害	

と
の

位
置
づ
け
の
重
要
性
、
さ
ら
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
は
「
迅
速
で
公
正
な
苦

情
処
理
手
続
き
を
得
る
権
利
が
原
告
（
学
生
と
従
業
員
を
含
む
）
全

員
に
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
苦
情
に
つ
い
て
迅
速
な
処
理
を
得

る
こ
と
が
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
と
は
法
意
識
な

ど
異
な
る
面
が
あ
る
の
で
、
全
面
的
に
そ
の
ま
ま
米
国
大
学
の
制
度

が
モ
デ
ル
と
は
な
ら
な
い
ま
で
も
、
参
考
に
は
な
ろ
う
。
③
被
害
者

の
保
護　

④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
啓
蒙
活
動
（
何
が
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
か
合
意
の
形
成
）
⑤
組
織
全
体
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
、
首
脳
の

理
解
と
支
援　

⑥
相
談
、
調
査
、
調
停
等
機
関
の
設
置
（
二
次
的
被
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害
の
防
止
）　

⑦
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
上
か
ら
の
報
復
の
阻
止

　

⑧
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
に
お
け
るcom

plaint	system

の
整
備

苦
情
相
談
の
目
的
は
問
題
の
そ
の
も
の
の
解
決
に
あ
る
。
こ
の
た

め
に
は
、
①
相
談
員
の
研
修
、
情
報
交
換
、
②
治
療
等
（
専
門
外
来
）

（
加
害
者
：
個
人
的
性
格
、
傾
向
、
治
療
：
自
己
愛
の
問
題
、
攻
撃

性
の
問
題
）、
③
状
況
因
、
環
境
調
整
、
④
被
害
者
（
関
係
者
）
の

ケ
ア
、skill		training
に
よ
る
被
害
者
の
対
処
能
力
の
向
上

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
停
の
基
本
は
次
の
点
に
あ
る
。

①
当
事
者
同
士
が
調
停
の
必
要
を
認
め
る
、
②
双
方
の
代
理
人
の

選
定
、
③
そ
の
時
ま
で
の
双
方
か
ら
の
事
情
聴
取
、	

④
調
停
者
は
調

停
手
続
き
に
従
っ
て
交
渉
、	

⑤
双
方
の
期
待
を
緩
和
し
な
が
ら
要
求

を
調
和
さ
せ
る
（
調
停
は
裁
判
と
異
な
り
一
方
的
屈
服
と
い
う
も
の

は
な
い
）
⑥
法
的
合
意
、
⑦
被
害
者
の
精
神
的
ケ
ア
、
以
上
で
あ
る
。

筆
者
が
現
時
点
で
重
要
と
思
え
る
の
は
以
下
の
各
点
で
あ
る
。
①

教
授
な
ど
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
加
害
者
の
啓
蒙
、
研
修
、
学
生
対
応
の
ス

キ
ル
向
上
の
た
め
の
再
教
育
：
本
学
な
ど
の
調
査
で
も
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
特
定
の
研
究
科
な
ど
に
多
発
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
特
定
の

少
数
教
授
の
下
で
多
発
し
て
い
る
実
態
が
判
明
し
て
い
る
。
②
大
学

独
自
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
を
別
項
目
と
し
て
明
示
し
た
憲
章
、
人

権
宣
言
の
制
定
：
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
人
権
（
表

現
の
自
由
、
働
く
権
利
、
学
ぶ
権
利
な
ど
）
を
侵
害
す
る
も
の
と
の

基
本
認
識
を
明
確
に
し
、
こ
れ
ら
人
権
侵
害
に
対
し
て
大
学
は
確
固

た
る
反
対
と
人
権
擁
護
を
保
証
す
る
具
体
的
行
動
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
を
、	

国
際
水
準
に
照
ら
し
た
大
学
の
良
識
、
見
識
と
し
て
内
外

に
明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
③
国
内
法
の
整
備
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
罰
則
を
伴
う
法
制
化
：
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
不
本
意
な
失
職
、
退

学
、
心
的
外
傷
な
ど
被
害
者
に
重
大
な
不
利
益
と
障
害
を
も
た
ら
す

極
め
て
悪
質
な
行
為
で
あ
り
、
大
学
の
自
主
的
、
民
事
的
な
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
既
に
露
呈
さ
れ
て
い
る
以
上
、
犯
罪
行
為
類

型
と
し
て
、
刑
法
に
組
み
入
れ
る
か
、
特
別
法
と
し
て
新
た
に
刑
罰

の
対
象
に
し
、司
法
警
察
等
の
介
入
可
能
な
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
。

諸
外
国
に
は
既
に
こ
の
モ
デ
ル
が
制
度
的
に
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｄ
．�

過
労
と
ス
ト
レ
ス
：
Ｓ
Ｒ
Ｏ
運
動
の
展
開
九
、一
一
、一
四
、一
七
）

大
学
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
学
生
と
く
に
医
学
系
、
理
工
系
院
生

の
過
労
と
ス
ト
レ
ス
対
策
は
緊
急
課
題
で
あ
る
。
我
々
は
睡
眠

（Sleep

）、休
養
（Rest	&

	Recreation

）、　

過
労
防
止
（O

vertim
e	

w
ork	prevention

）の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
、

「
提
言
」
で
も
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
他
大
学
と
と
も
に
こ
れ
ら

の
頭
文
字
を
と
っ
た
Ｓ
Ｒ
Ｏ
運
動
と
称
す
る
活
動
を
展
開
中
で
あ

る
。
東
工
大
で
は
平
成
一
六
年
度
以
降
、
毎
年
教
職
員
、
四
年
生
以

上
の
学
部
学
生
、
院
生
全
員
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
睡
眠
時
間
、
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在
室
時
間
、
ス
ト
レ
ス
度
、
喫
煙
、
飲
酒
量
の
調
査
と
ス
ト
レ
ス
と

睡
眠
時
間
、
在
室
時
間
な
ど
と
の
関
係
を
分
析
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
た
め
の
基
礎
的
資
料
と
し
、
問
題
点
に
つ

い
て
学
長
通
達
な
ど
の
介
入
を
行
い
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ

る
。
平
成
一
六
年
以
降
四
年
間
の
調
査
結
果
を
産
業
医
、
学
医
の
立

場
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
ま
と
め
、学
長
な
ど
大
学
役
員
や
事
務
局
長
、

人
事
課
長
や
学
内
委
員
会
等
に
緊
急
報
告
と
説
明
を
行
い
、
そ
の
総

括
的
報
告
を
公
表
し
た
一
一
、一
七
）。

そ
の
結
果
の
一
部
で
あ
る
が
、
ス
ト
レ
ス
度
か
ら
は
事
務
職
員
の

約
二
割
、
教
員
、
学
生
の
約
一
割
が
ハ
イ
リ
ス
ク
群
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
ス
ト
レ
ス
度
は
研
究
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
裁
量
）
度
と

は
負
の
、
心
理
的
負
荷
度
と
は
正
の
相
関
を
も
っ
て
い
た
（
図
１
）。

仕
事
の
満
足
度
は
教
員
が
一
番
高
く
、
次
い
で
学
生
で
、
事
務
職
員

の
満
足
度
が
一
番
低
く
、
逆
に
ス
ト
レ
ス
度
、
疲
労
度
、
抑
う
つ
度

な
ど
は
教
員
よ
り
有
意
に
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
高
い
満
足
度
は

ス
ト
レ
ス
度
を
約
三
割
減
少
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
教
員
、
学
生
で
は

研
究
の
心
理
的
負
荷
度
が
高
く
、
裁
量
度
が
高
い
ほ
ど
満
足
度
が
高

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
学
部
四
年
、
修
士
、
博
士
課
程
で
は
博
士
課

程
が
一
番
満
足
度
が
高
く
、
修
士
学
生
は
教
員
や
博
士
に
比
較
し
有

意
に
満
足
度
が
低
か
っ
た
。
教
員
、
学
生
の
ス
ト
レ
ス
対
策
で
は
研

究
の
裁
量
度
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
満
足
度
を
高

め
、
ス
ト
レ
ス
度
も
低
下
さ
せ
る
。
在
室
時
間
の
長
さ
は
ス
ト
レ
ス

度
と
は
正
の
、
睡
眠
時
間
と
は
負
の
相
関
を
示
し
た
。
と
り
わ
け
重

要
な
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
度
に
お
い
て
学
生
は
教
員
よ
り
も
一
・
五
倍

有
意
差
を
も
っ
て
高
い
こ
と
で
あ
る
（
図
２
）。
我
々
は
こ
れ
を
ス

ト
レ
ス
の
お
け
るProfessor-Student　

gap

（P-S	gap

）
と
名

付
け
た
。
こ
の
ス
ト
レ
ス
感
受
性
の
違
い
、
同
じ
状
況
下
で
教
員
よ

り
も
学
生
の
方
が
ス
ト
レ
ス
を
一
・
五
倍
強
く
感
じ
る
こ
と
を
認
識

図１：�裁量度、負荷度とストレス度（影山、安宅；
二〇〇八）
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す
る
こ
と
が
、
ア
カ
ハ
ラ
等
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
抑
止
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
、
過
労
死
問
題
は
こ
の
よ
う
に
大
学

の
特
殊
事
情
が
あ
り
、
防
止
の
た
め
の
大
学
独
自
の
基
準
作
り
が
重

要
と
な
る
一
一
、一
四
）。

さ
い
ご
に；
Q
uality	of	Cam

pus

（A
cadem

ic

）	Life

の
構
築

を
め
ざ
し
て
一
〇
）
―Em

pathy	Based	M
ental	H

ealth

（「
共
感
に

基
づ
く
精
神
保
健
」）
の
提
唱
―

	

「
教
官
と
は
共
感
で
あ
る
」と
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

「
空
虚
な
自
己
」の
時
代
三
）、対
人
関
係
が
希
薄
な
現
代
に
あ
っ
て
は
、

拙
著
な
ど
で
強
調
し
た
よ
う
に
「
人
が
人
と
向
き
合
う
」
こ
と
の
意

義
と
重
要
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
精
神
療
法
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
教
育
の
現
代
的
意
義
は
こ
の
「
人

が
人
と
向
き
合
う
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
、
と
思
う
。
精
神
医
学

は
す
ぐ
れ
て
複
眼
的
思
考
、
多
次
元
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る

分
科
で
あ
る
、
と
思
う
。Jaspers

が
そ
の
古
典
的
名
著
に
お
い
て
、

冒
頭
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
精
神
医
学
の
実
施
に
行
わ
れ
る
こ
と

は
、
い
つ
も
一
人
一
人
の
人
間
全
体（einzelne		ganze	M

enschen

）

を
問
題
と
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
全
体
性
へ
の
こ
だ
わ

り
を
保
障
す
る
の
が
、
複
眼
的
、
多
次
元
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
ろ
う
。

マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
、
説
明
と
了
解
、
解
釈
、
研
究
・
調
査
と
治
療
、

予
防
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
が
、
手
を
携
え
て
、
共
に
進
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
はEvidence

、	Ethics

、	Em
pathy

が

基
盤
と
な
る
。
つ
ま
り
三
種
の
Ｅ
Ｂ
Ｍ
で
あ
り
、
そ
の
中
心
が

Em
pathy	Based	M

ental	H
ealth

（Psychiatry

、M
edicine

）

図２：P- Ｓ�gap（影山、安宅；二〇〇八）

教員と学生（全体）―精神的ストレス反応スコアと在室時間
（H16-19：学生 n=7775，教員 n=1259）
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で
あ
る
。
け
だ
し
、
共
感
と
は
「
人
が
人
と
向
き
合
う
」
精
神
療
法

の
構
造
と
人
間
存
在
そ
の
も
の
に
根
ざ
し
て
い
る
。
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